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第１６回「多摩まなび塾」の報告
　　都小国研多摩地区研究会副会長　所　水奈
　
令和７年１１月８日（土）に、府中市立府中第二小学校を会場として、第１６回「多摩まなび塾」を開催いたしました。
　「子どもが生き生きと取り組む国語の授業をしたい」「子ども一人一人に言葉の力が身に付く国語の授業づくりについて知りたい」など、国語科における授業力向上を目指す多くの先生方にご参加いただきました。学校行事を控えた時期の休日でしたが、参加された４４名の先生方の意欲と熱意はとても高く、「学びの秋」を実感する研修となりました。
　今年度は、「話すこと・聞くこと」講座に長年にわたり「話すこと・聞くこと」の研究に携わってこられた泉佳子先生と川口雅恵先生、「書くこと」講座に明星大学教育学部客員教授の忰田康之先生、「読むこと」講座に都小国研参与の大中潤子先生を、講師としてお迎えしご指導いただきました。どの講座も講師の先生方の高い専門性と豊かな経験による講義と演習で構成され、明日からの授業にすぐに生きる実践的な内容でした。わずか２時間半の講座ではありましたが、受講した先生方の誰もが「言葉による見方・考え方」を存分に働かせ、特に、演習では子どもの学びを体験することもできました。
これまでも「主体的・対話的で深い学び」の実現は、子どもだけではなく教師自身の学びにも求められると言われてきましたが、令和４年１２月の答申「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について」で、「教師の学びの姿も、子供たちの学びの相似形」と改めて示されました。また、教員の養成段階ですが、「理論と実践の往還」による授業観・学習観の転換の重要性も述べられています。「多摩まなび塾」の講座は、まさにこれらを体現した「新たな教師の学び」であると自負しております。
　結びに、貴重な知識と実践に基づきご指導くださった講師の先生方、熱心に受講された先生方に心より感謝申し上げます。そして、受講された先生方がこの「多摩まなび塾」での学びを日々の国語の授業に生かしていただくことで、多摩地区の子どもたちの更なる健やかな成長につながることを願っております。加えて、この機会を契機として国語教育について学び続けたいと心に「灯」をともされた先生方、ぜひ東京都小学校国語教育研究会多摩地区研究会にて一緒に学んでいきましょう。ご入会をお待ちしております。
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講座は、２人組での自己紹介から始まりました。「もしも１日だけ動物になれるなら」という楽しい話題で、あっという間に場が和やかな雰囲気になりました。続いて４人組をつくり、「ことばの準備運動『力を合わせてばらばらに』（光村図書４年上）」に取り組みました。４月初めに設定されている「ことばの準備運動」ですが、実際に取り組むことで、これらの単元が、児童の実態を掴んだり児童同士のコミュニケーションを深めたりする上でとても意義があることを実感しました。
　続いて、「話すこと・聞くこと」の学習の基本について、ご講義いただきました。「人間関係を『言葉』で育む」力を付けることの大切さ、「対話」指導の基本について学ぶことができました。
後半の演習では、４人組で「自分たちで話題を決めて話し合う」という活動を行いました。まず、話題を決めるための話合いをし、次に決めた話題に沿って話し合います。自分の考えを付箋に書き、テーブルシート上で整理しながら話し合うという学びを体感する貴重な時間になりました。活動の流れは同じですが、グループによって、話題も話合いの内容も異なりました。最後に互いの話合いの経過を報告することで、より学びが深まりました。
　終始、笑顔があふれる活発な講座で、参加者の皆さんが、話し合うことの良さ、楽しさを存分に味わうことができる時間となりました。　　　　　　（文責　事務局 森永　佳代）
(受講生アンケートより) 
・「話すこと・聞くこと」について、学級経営や授業中で具体的にどのようにすればよいかが分かりました。

・「話す・聞く」を教えるのは難しい、と日々感じているのですが、今日のように楽しく活動しながら身に付けていけたらと思います。
・「話題」の重要性を実感できました。子供たちが実践する際、ぜひ「話し合いたい」と思えるような話題を設定できるようにしたいと思います。
・とにかく演習の時間が楽しく、終始笑顔でいた自分に気が付きました。子供たちも「授業って楽しい！」「対話することって楽しい！」と心から思えるような実践を、また明日から考えていきたいと思いました。
・演習を通して、実際に児童が気持ちや意欲をどうもっていくのかがよく分かりました。

・どの教科の授業でも、対話を通して子供が考えを変容させられるような授業をしたいと思いました。

書くことの講座では、理論編と実践編の２つのパートを通して、書くことの効果的な指導について学びました。前半の理論編では「書こうとしない」「書くことがない」「書けない」「書いたかいがない」という、子供の書くことにおける４つの「ない」に対しての解決策をご講義いただきました。「単元との出会いを工夫して子供の意欲を引き出すこと」「子供が文章を書き慣れること」「問題発見力を育てること」「豊かな語彙力を育てること」など、書くことの指導における本質的なことを教えていただきました。
後半の実践編では、俳句指導の効果的な方法についての演習を通して学びました。「秋が来た　○○○○○○○　隅田川」などの五・七・五のうち一つを穴埋めする「穴埋め俳句」や下の五音を別の言葉に変身させる「変身俳句」などの俳句作りを行い、作った俳句を参加者同士で交流しました。俳句は読んだときに背景や情景が目に浮かぶものです。俳句の披露だけではなく、どうしてその言葉を選んだのかなどの背景についても自然と語り合う、和やかで温かい交流になりました。
全体を通して、忰田先生の豊かなご実践と子供たちの素晴らしい作品から、具体的に学ばせていただきました。「子供の作品を大切にして、よい文章にたくさん触れることで、教師自身の文章の良し悪し見分ける力を高めていきたい。」と参加者の方々が実感した、かけがえのない時間となりました。
（文責　事務局 生田寛昌）
 (受講生アンケートより) 
・忰田先生の講座を受講させていただき、国語の指導力を挙げるためには、教師がアンテナを張り、良い作品は何かという基準をもつことが大切だと改めて学ぶことができました。
・児童の実態として「気持ちを書いて終わってしまう児童」「題材が思いつかず書き進められない児童」がいてどうすればいいのか困っていました。そんな中で穴埋め俳句だったり変身俳句だったりと、そのような児童に有効な指導を知ることができて、これからの授業のイメージが湧きました。
・子供たちとともに語彙力を磨くためにも、読書活動を充実させ、「ことば」に触れられる環境を整備していこうと思いました。
・「書くこと」に関して私自身が気負いすぎていたように思いました。子供たちに「書いてみたい！」という思いをもたせ、良い事例・文例をたくさん見せてあげ、教師ができたことを価値付していくことで、もっと子供たちと楽しく学習できるような気持ちになりました。書くことが楽しくなった！と子供たちに思ってもらえる授業の組み立てをしていこうと思います。

　読むことの講座では、講義と演習を通して文学的な文章の指導について学びました。
前半は、「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善についてご講義いただきました。読むことの学びの基本として、文章のどこに着目するのか（視点）、どのようにアプローチするのか（思考の方法）を具体的に指導することを教えていただきました。ただ「考えよう」「想像しよう」ではなく、どの言葉・部分から、どのようにして考えたり想像したりするのかを子供たちが理解していくことの大切さを学びました。また、主体的に文学的な文章を読む学習に取り組むために、「問い」（読みの課題）を立てて読み進めていくことを挙げていただき、講義後に演習を行いました。
　後半の演習では、第３学年の文学的文章の教材「モチモチの木」（光村図書）を用いて、子供になって「問いを立てる活動」を行いました。今回は場面読みから脱却するために、全文を通して考えられる問いを一つ立てました。その後、小グループや全体で交流しながら、最終的には全体で一つの問いにまとめていきました。実際の指導の際には、学級で一つの問いを立てるだけでなく、「個別最適な学び」の視点から児童一人一人が考える問いも取り入れていきたいとのお話がありました。
大中先生の「物語を読む価値は、人間づくりのきっかけや気付きを得て、心を豊かにすることではないか」という言葉が印象に残りました。子供たちが、立てた「問い」を追求しながら、新しい意味世界を創り出すことができるように文学的な文章をどう読んでいくか、新たな視点やたくさんの気付きを得られた、学び多き講座でした。
（文責　事務局 八谷未央）
(受講生アンケートより) 
・文学的文章の「問いの立て方」について「モチモチの木」を通して学ぶことができました。文章全体を通して考えられる問いについて、教材分析に励み、子どもたちとともに授業をつくり上げていきたいです。
・大中先生のお話を伺い、改めて自分の授業づくりを振り返り、意識をしなければならないと、強く感じました。子どもたちが自分の力で楽しみながら読むことができる力を身に付けるために、日々積み重ねていくことが大切だと学びました。
・参加された先生方からもいろいろな考えやアイデアを教えていただけて参考になりました。子どもたちと一緒に問いづくりに挑戦し、日々の授業づくりをがんばります。
・大中先生の講座は毎回、実際の授業に結び付けることができるので大変勉強になります。今回も、問いについて多くの先生方と考えを深めることができました。
・大中先生のお話に引き込まれ、密度の濃い時間を過ごさせていただきました。国語の授業を楽しく学ぶために、また自らを形づくるための「言葉の力」をどのように子どもたちにつけていけばよいのかを、深く考える機会となりました。
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実施済みの研究発表会


（書くこと部）　　　　　令和７年１１月２０日（木）　小金井市立本町小学校　　第３学年


今後の研究発表会のご案内


（話すこと・聞くこと部）令和８年　２月　５日（木）　府中市立若松小学校　　　第５学年


（読むこと部）　　　　　令和８年　１月２９日（木）　府中市立小柳小学校　　　第６学年





講座番号１　話すこと・聞くことの指導　





コミュニケーションの基本をふまえた「話すこと・聞くこと」の指導の実際





講師：元府中市立若松小学校


（都小国研多摩地区話すこと・聞くこと部）　泉　　佳子　先生


　　　　　　　立川市立第一小学校


　　　　　　（都小国研多摩地区話すこと・聞くこと部）　川口　雅恵　先生





講座番号２　書くことの指導





書く力を育てる指導の充実に向けて





講師：明星大学客員教授　　


（東京都小学校国語教育研究会参与）　忰田　康之　先生





講座番号３　読むことの指導





読む力を育てる授業づくり





講師：東京都小学校国語教育研究会参与


（元都小国研読むこと部）　　大中　潤子　先生　











